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起債の目的

建 設 改 良 費

補

限度額

2,133,700千円

正

起債の 方 法

1 借入方法 普通貸借又は債

券発行

債券の発行価格

は、 知事が定め

る。

2 借入資金 政府資金その他

後

利率

年10% 以内

（た だ し、

利率見直し

方式で借り

入れる政府

資金につい

て、 利率の

見直しを行
った後にお
いては、 当

該見直し後
の利率）

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正）

第5条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費を次のとおり補正する。

科 目

職員給与費

既決予定額

221,309 千円

補正予定額

414千円

償 還 の 方 法

起債日から 30年以内（据置期間を含
む。）の期間において資金の融通条

件及び知事の定めるところにより償

還する。 ただし、 事業会計の都合に

より繰上償還をし、 償還年限を短縮

し、 又は借換えをすることができる
ものとする。

計

221,723千円

令和2年度福島県流域下水道事業会計補正予算（第1号）





款

1 資本的支出

項 事 業 名

l 建設改良費 導水管布設（複線化）工事

公
心系 額 年 度

330,000千円 令和 2 年度

令和3年度

令和4年度

年 割 額

0千円

280,000千円

50,000千円

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正）

第 5 条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費を次のとおり補正する。

科 目 既決予定額 補正予定額

職員給与費 276,191千円 芍，998千円

計

269,193千円










